
㊧
論
文
㊧

キ
ャ
リ
ア
科
目
を
再
考
す
る

　
～
正
課
と
し
て
の
意
義
と
あ
り
方
～

浦
坂
　
純
子

　
（
同
志
社
大
学
助
教
授
）

は
じ
め
に
“
問
題
意
識

　
　
厚
生
労
働
省
の
調
べ
で
は
、
二
〇
〇
六
年
三
月
卒
業
の
大
学
生
の

　
就
職
内
定
率
は
九
五
・
三
％
に
達
し
、
前
年
同
期
比
一
・
八
ポ
イ
ン

　
ト
増
の
過
去
最
高
水
準
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
時
期
に
リ
ク
ル
ー
ト

択
が
実
施
し
た
大
卒
求
人
倍
率
調
査
で
は
、
二
〇
〇
七
年
三
月
卒
業
予

選
定
の
大
学
生
・
大
学
院
生
に
対
す
る
民
間
企
業
の
求
人
数
が
前
年
比

路進
一
八
．
一
％
増
の
八
二
万
五
〇
〇
〇
人
と
な
り
、
バ
ブ
ル
期
の
一
九

の
九
一
年
卒
業
に
次
ぐ
値
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

生学
景
気
回
復
に
加
え
て
、
い
わ
ゆ
る
二
〇
〇
七
年
問
題
と
し
て
注
目
さ

．
れ
る
団
塊
世
代
の
定
年
退
職
を
見
越
し
た
た
め
か
、
超
氷
河
期
と
言

集特
わ
れ
続
け
た
新
卒
労
働
市
場
に
も
活
気
が
戻
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
確

か
な
よ
う
で
あ
る
。

　
と
は
い
え
、
こ
の
間
の
就
職
戦
線
の
厳
し
さ
が
、
学
生
に
社
会
人

に
な
る
こ
と
へ
の
漢
然
と
し
た
不
安
を
植
え
付
け
る
と
同
時
に
、
大

学
側
も
「
出
口
で
の
評
価
」
を
少
し
で
も
高
め
る
べ
く
、
生
き
残
り

を
か
け
て
「
就
職
支
援
」
を
迫
ら
れ
た
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
。
労

働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
が
二
〇
〇
五
年
に
全
国
の
四
年
制
大
学
六

一
七
校
の
就
職
部
・
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
対
象
に
実
施
し
た
調
査

に
よ
る
と
（
、
）
、
ま
ず
就
職
部
・
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
が
「
な
い
」
と

い
う
大
学
が
な
い
と
い
う
事
実
に
改
め
て
驚
く
。
ま
た
、
そ
の
活
動

内
容
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
筆
者
が
在
学
中
だ
っ
た
九
〇
年
代

初
め
、
母
校
の
公
立
大
学
に
は
就
職
部
な
ど
当
た
り
前
の
よ
う
に
な

く
、
学
部
事
務
室
の
片
隅
に
閲
覧
用
の
就
職
資
料
が
雑
然
と
積
み
上

げ
ら
れ
て
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
も
は
や
隔
世
の
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択
感
が
あ
る
。

選路
　
　
同
調
査
は
ま
た
、
就
職
活
動
．
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
の
活
動
が
概

進
ね
大
学
職
員
を
中
心
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
特

の生
に
文
科
系
の
大
学
教
員
が
、
就
職
に
つ
い
て
ゼ
、
、
、
生
の
愚
痴
の
聞
き

学
役
以
上
の
主
体
的
な
関
わ
り
を
し
て
い
る
と
は
到
底
思
え
な
い
と
い

集
う
日
常
感
覚
と
合
致
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
実
施
者
が
大
学
教

特
員
で
あ
る
比
率
が
最
も
高
か
っ
た
の
が
「
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
の
た

　
　
め
の
講
義
」
で
あ
り
、
次
い
で
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
企
業
で

　
　
の
実
習
」
で
あ
っ
た
（
以
下
こ
れ
ら
を
キ
ャ
リ
ア
科
目
と
称
す
る
）
。

　
前
者
は
七
五
％
、
後
者
は
八
五
％
の
大
学
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
既

　
　
に
一
般
的
に
浸
透
し
て
い
る
と
見
な
せ
る
取
組
で
あ
る
（
2
）
。

　
　
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ら
の
取
組
の
多
く
は
「
正
課
と
し
て
単

　
位
が
認
定
さ
れ
る
」
と
い
う
点
で
他
の
活
動
と
一
線
を
画
す
る
。
だ

　
　
か
ら
こ
そ
、
大
学
教
員
が
手
が
け
る
わ
け
で
あ
り
、
就
職
の
「
面
倒

　
　
見
」
に
終
始
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
当
然
単
位
認
定
に
値
す
る
教
育

　
　
的
内
容
が
求
め
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
辺
り
の
検
証
が
疎
か

　
　
に
な
っ
て
い
る
現
状
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

　
　
プ
は
、
そ
の
「
体
験
」
の
効
果
が
様
々
に
叫
ば
れ
て
い
る
も
の
の
（
3
）
、

　
　
実
際
に
参
加
す
る
学
生
は
決
し
て
多
く
な
い
（
4
）
。
ご
く
一
部
の
意
識

　
　
の
高
い
学
生
が
そ
の
機
会
を
享
受
し
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
参
加
し
よ

　
　
う
と
思
わ
な
い
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
よ
う
な
機
会
の
存
在
さ
え
知
ら
な

い
学
生
に
こ
そ
問
題
が
あ
る
と
い
う
指
摘
は
も
っ
と
も
で
あ
る
。
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
参
加
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
高
め
る
こ
と
だ
け
を

目
的
に
単
位
を
認
定
し
て
い
る
よ
う
で
は
、
あ
ま
り
に
も
節
操
が
な

く
、
志
が
低
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
か
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
立
派
な
大
人
で
あ
る
「
は
ず
」
の
学
生
に
対
し

て
、
本
来
で
あ
れ
ば
自
身
で
道
を
切
り
開
い
て
然
る
べ
き
学
生
に
対

し
て
、
大
学
側
が
ど
こ
ま
で
進
路
選
択
の
面
倒
を
見
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
と
い
う
議
論
は
一
方
で
残
さ
れ
て
い
る
が
、
程
度
差
は
あ

れ
純
粋
な
「
面
倒
見
」
の
部
分
が
や
は
り
必
要
で
あ
ろ
う
こ
と
は
認

識
し
た
上
で
（
5
）
、
そ
れ
と
は
別
に
、
正
課
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
科
目
が

提
供
さ
れ
る
こ
と
の
意
義
と
あ
り
方
を
、
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
考
察

し
て
み
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
手
法
と
し
て
は
、
筆
者
が
関

わ
っ
た
同
志
社
大
学
に
お
け
る
実
例
か
ら
学
び
た
い
。
全
て
が
意
図

さ
れ
た
上
で
の
こ
と
で
は
な
い
が
、
結
果
的
に
示
唆
に
富
む
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
る
と
随
所
で
実
感
で
き
る
か
ら
だ
。

二
　
同
志
社
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
科
目
の
事
例

本
学
に
お
い
て
、
明
確
に
キ
ャ
リ
ア
科
目
と
し
て
今
年
度
開
講
さ

れ
て
い
る
の
は
、
「
キ
ャ
リ
ア
開
発
と
学
生
生
活
」
「
企
業
社
会
と
キ

ャ
リ
ア
開
発
」
「
学
生
生
活
か
ら
考
え
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
」
「
キ
ャ
リ
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ア
形
成
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
の
四
科
目
で
あ
る
。
そ
の
う
ち

　
「
企
業
社
会
と
キ
ャ
リ
ア
開
発
」
「
学
生
生
活
か
ら
考
え
る
キ
ャ
リ
ア

　
形
成
」
の
二
科
目
は
、
夏
期
に
集
中
講
義
と
し
て
広
く
提
供
さ
れ
る

　
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
の
単
位
互
換
科
目
で
あ
る
（
6
）
。
そ
の
た

　
め
、
本
学
の
学
生
だ
け
が
学
期
中
に
通
常
の
形
で
受
講
で
き
る
の
は
、

　
二
年
生
以
上
対
象
の
「
キ
ャ
リ
ア
開
発
と
学
生
生
活
」
、
三
年
生
対

　
象
の
「
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
の
二
科
目
の
み
と

　
な
る
。

　
　
こ
の
程
度
で
は
、
他
大
学
と
比
較
す
る
と
恐
ら
く
お
粗
末
な
状
況

　
だ
ろ
う
が
、
口
幅
っ
た
い
言
い
方
を
お
許
し
い
た
だ
け
る
な
ら
ば
、

　
充
実
さ
せ
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ

　
る
。
本
学
の
就
職
内
定
率
は
一
貫
し
て
九
割
を
超
え
て
お
り
、
厳
し

　
　
い
環
境
下
で
も
、
基
本
的
に
は
学
生
自
身
の
努
力
に
よ
っ
て
結
果
を

　
出
し
て
き
た
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
だ
。
た
だ
、
少
数
で
あ
っ
て
も
、

択
学
生
が
そ
れ
を
求
め
た
と
き
に
受
け
皿
が
全
く
な
い
と
い
う
の
は
心

選
許
な
い
。
後
述
す
る
が
、
こ
れ
ら
二
科
目
の
受
講
者
数
も
年
々
増
加

路
　
　
　
　
　
、

進
傾
向
に
あ
り
　
キ
ャ
リ
ア
科
目
に
対
す
る
需
要
の
発
生
、
拡
大
は
、

の
今
後
は
織
り
込
み
済
み
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
以
下
、
こ
れ

生学
ら
二
科
目
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
紹
介
し
、
特
に
筆
者
が
担
当
教
員
で

．
も
あ
る
「
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
、
そ

集特
の
教
育
的
内
容
を
吟
味
し
た
い
。

（
一
）
二
年
生
以
上
対
象
「
キ
ャ
リ
ア
開
発
と
学
生
生
活
」

「
キ
ャ
リ
ア
開
発
と
学
生
生
活
」
は
、
二
〇
〇
二
年
度
に
新
設
さ
れ
、

今
年
度
で
五
年
目
を
迎
え
る
一
セ
メ
ス
タ
ー
（
二
単
位
）
科
目
で
あ

る
。
当
初
、
履
修
学
年
を
一
年
生
か
ら
に
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

二
〇
〇
四
年
度
に
は
受
講
者
数
が
六
〇
〇
人
以
上
に
ま
で
膨
れ
上
が

っ
た
た
め
、
昨
年
度
よ
り
二
年
生
以
上
に
制
限
し
た
と
こ
ろ
、
一
〇

〇
～
二
〇
〇
人
程
度
に
落
ち
着
い
た
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
全
面

的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
も
と
専
任
教
員
二
人
と
嘱
託
講
師
一
人
で
運

営
さ
れ
て
い
る
（
表
1
）
。

　
こ
の
科
目
の
目
的
は
、
受
講
者
が
職
業
に
基
づ
く
人
生
設
計
に
向

き
合
う
端
緒
と
し
て
、
様
々
な
啓
発
情
報
と
論
点
を
提
示
す
る
こ
と

に
あ
る
。
主
な
論
点
は
、
シ
ラ
バ
ス
に
あ
る
よ
う
に
、
働
く
こ
と
の

意
昧
や
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
必
要
性
に
始
ま
り
、
社
会
、
企
業
、
仕
事

を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
、
雇
用
の
現
状
や
I
T
化
な
ど
に
起
因
す

る
就
業
形
態
の
多
様
化
、
そ
れ
に
伴
う
家
族
の
あ
り
方
や
ジ
ェ
ン
ダ

ー
、
男
女
共
同
参
画
社
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
仕
事
の
関
わ
り
な
ど

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
本
質
を
理
解
し
た
上
で
、
学
生
生
活
の

延
長
線
上
に
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
一
環
と
し
て
の
職
業
を
意
識

さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
よ
く
尋
ね
ら
れ

た
で
あ
ろ
う
「
大
き
く
な
っ
た
ら
な
り
た
い
も
の
」
を
、
こ
こ
で
改

め
て
、
よ
り
現
実
的
な
形
で
思
い
起
こ
さ
せ
る
過
程
で
あ
る
と
表
現
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特集・学生の進路選択

2006年度「キャリア開発と学生生活」シラバス　　　　て　こ　　でで
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
た
が
っ
て
こ
の
科
目
は
、
多
彩
な
ゲ
ス
ト
講
師
が
招
聰
さ
れ
る

こ
と
に
特
徴
が
あ
り
、
現
場
に
立
脚
し
た
講
義
が
ほ
ぼ
半
数
を
占
め

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
母
体
と
な
っ
た
取
組
が
、
一
九
九
九
年
度
か
ら

表1

第1講　はじめに1今なぜ仕事と生き方を考えなくてはならないか

第2講キャリアとは何か一ライフスタイルと仕事一

第3講　男女協働とキャリア

第4講　社会・企業・仕事の変化（ゲスト講師）

第5講　企業の求める人材（ゲスト講師）

第6講　労働市場と若者一フリーター、二一ト（ゲスト講師）

第7講　市民生活と職業

第8講　新時代のキャリア開発一起業精神（ゲスト講師）

第9講ライフプランと生涯学習（ゲスト講師）

第10講　家族・ジェンダーと仕事

第11講　社会のために、自分のために一NPO、NGO、公共企業で働く

　　　（ゲスト講師〉

第12講　課外経験から学ぶ一インターンシップ、ボランティア（ゲスト講師）

第13講　おわりに：これから大学で何を学ぶか

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
が
独
自
に
実
施
し
て
い
た
一
・
二
年
生
向
け
キ

ャ
リ
ア
支
援
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
度
ま
で
は
、
一
回
九

〇
分
の
セ
ミ
ナ
｝
を
年
六
回
ほ
ど
実
施
し
て
お
り
、
卒
業
生
を
中
心

に
行
政
や
国
際
機
関
、
公
共
団
体
、
あ
る
い
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
金

融
な
ど
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
実
務
家
に
、
「
働
く
」
こ
と
の

イ
メ
ー
ジ
の
広
が
り
と
具
現
化
に
寄
与
す
る
よ
う
な
話
題
を
展
開
し

て
い
た
だ
い
た
（
7
）
。

　
二
〇
〇
二
年
度
以
降
は
、
こ
れ
ら
の
セ
ミ
ナ
ー
を
「
キ
ャ
リ
ア
開

発
と
学
生
生
活
」
が
吸
収
す
る
形
と
な
り
、
仕
事
紹
介
の
目
先
を
変

え
る
一
方
で
、
よ
り
学
術
的
な
見
方
を
酒
養
す
る
内
容
へ
の
移
行
を

図
っ
て
い
る
。
講
義
の
進
行
も
、
担
当
教
員
に
よ
る
論
点
提
示
と
関

連
す
る
実
務
家
の
出
講
と
を
組
み
合
わ
せ
て
、
多
面
的
な
理
解
を
助

け
る
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
実
務
家
だ
け
で
な
く
研
究
者
も
ゲ

ス
ト
講
師
に
織
り
交
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
担
当
教
員
だ
け
で
は

手
薄
な
専
門
分
野
に
つ
い
て
も
、
最
新
か
つ
的
確
な
指
導
が
担
保
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
二
）
三
年
生
対
象
「
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

「
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
は
、
「
キ
ャ
リ
ア
形
成

と
学
生
生
活
」
か
ら
一
年
遅
れ
の
二
〇
〇
三
年
度
に
新
設
さ
れ
（
8
）
、

今
年
度
で
四
年
目
を
迎
え
る
一
セ
メ
ス
タ
ー
（
二
単
位
）
科
目
で
あ
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る
。
履
修
学
年
は
三
年
生
で
あ
り
、
受
講
者
数
は
当
初
の
一
〇
〇
人

　
弱
か
ら
漸
増
し
て
、
今
年
度
は
一
五
〇
人
に
達
し
た
（
9
）
。
や
は
り
キ

　
　
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
も
と
専
任
教
員
三

　
人
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
も
そ
の
う
ち
の
一
人
で
あ
り
、
後
述

　
す
る
事
前
講
座
（
第
三
講
）
を
担
当
し
て
い
る
（
表
2
）
。

　
　
こ
の
科
目
は
、
三
年
生
の
夏
期
休
暇
期
間
に
二
週
問
程
度
、
企
業

　
な
ど
で
就
業
実
習
す
る
こ
と
に
よ
り
、
（
一
）
大
学
で
学
ん
だ
社
会

　
　
の
諸
課
題
と
そ
れ
ら
の
解
決
に
向
け
て
の
考
え
方
、
専
門
知
識
・
理

　
論
と
の
統
合
を
図
る
こ
と
、
（
二
）
大
学
内
外
に
お
い
て
よ
り
高
い

　
学
習
意
欲
を
喚
起
す
る
こ
と
、
（
三
）
学
生
が
自
ら
将
来
の
仕
事
や

　
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
考
え
る
際
、
よ
り
深
い
就
業
意
識
の
形
成
に
資

　
す
る
こ
と
、
を
目
的
と
し
、
シ
ラ
バ
ス
に
あ
る
よ
う
に
、
実
習
前
に

　
九
コ
マ
の
事
前
講
座
、
実
習
後
に
四
コ
マ
の
事
後
講
座
が
設
定
さ
れ

　
　
て
い
る
。
実
社
会
を
「
見
る
」
と
い
う
体
験
が
強
烈
で
あ
る
が
ゆ
え

　
に
、
そ
れ
だ
け
で
達
成
感
を
得
て
し
ま
い
が
ち
な
学
生
に
対
し
て
、

択選
日
常
の
学
び
と
結
び
付
け
、
さ
ら
な
る
深
化
と
発
展
へ
導
く
役
割
を

路進
担
う
の
が
こ
れ
ら
の
講
座
で
あ
る
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
教
育
効
果

の
が
見
込
ま
れ
る
の
か
、
①
書
く
、
②
聞
く
・
話
す
・
協
力
す
る
、
と

生学
い
う
二
つ
の
観
点
か
ら
詳
述
し
た
い
。

．
①
書
く

集特
　
こ
の
科
目
は
、
受
講
者
が
全
学
部
を
横
断
し
て
い
る
た
め
、
事

表22006年度「キャリア形成とインターンシップ」
　　シラバス

第1講　社会状況・企業環境の見方

第2講　これからの公共セクター・市民セクターの役割

第3講　これからの企業と働き方

第4講　スキルアップ研修①

第5講　スキルアップ研修②

第6講　企業から見たインターンシップ①

第7請　企業から見たインターンシップ②

第8講　インターンシップと就職活動①

第9講　インターンシップと就職活動②

第10講　実習の振り返りと自己分析①

第11講　実習の振り返りと自己分析②

第12講経験の共有化①

第13講　経験の共有化②

前
・
事
後
講
座
は
ニ
コ
マ
連
続
で
夜
問
に
行
わ
れ
る
。
冗
長
で
は
あ

る
が
、
各
講
座
終
了
後
に
必
ず
課
さ
れ
る
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
を
全
て

挙
げ
て
み
た
（
表
3
）
。
受
講
者
は
、
毎
回
毎
回
実
に
多
く
の
こ
と

を
「
書
か
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
が
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
か
と
思
う
。

通
常
の
講
座
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
講
座
の
合
間
や
講
座
後
の
わ
ず
か
な

時
間
で
記
入
さ
せ
る
た
め
、
分
量
も
A
4
版
一
枚
程
度
で
あ
り
、
複

雑
な
課
題
が
提
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
分
、
短
時
間
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特集・学生の進路選択

【第8・9講】講座アンケート（A4版1枚）

1．本日の講義について、満足度はズバリ何点？

2．インターンシップで実行する10項目（目標）を記述してください。

3．これまでの事前講習を振り返ってのご感想、／コメントなどを記入して下さい。

4．その他、どんなことでも結構です。ご感想、／コメントをご記入下さい。

インターンシップ事前レポート（A4版2枚：約4000字）

　のような社会的な役割を果たしているのか、過去の成長・発展の経緯はどうか、今後の課題は何か、

　当業界で実習先企業はどのような位置にあるのか、その企業の強さ・弱さは何か、などを考えなさい。

　また、そこでの業務内容に特徴的なことがあれば、そのことも明らかにしなさい。

　容は、一般には営業・企画・総務・経理等をさしますが、業種・業態によって多様です。実習先に

　そって考えなさい。

1。実習先の業界・業務内容等について、自ら調査を行い記述しなさい。例えば、実習先の業界は、ど

2．実習先に応募した理由について記述しなさい。

3．実習先において経験してみたい業務内容について、その理由を考えながら記述しなさい。業務内

【第10・1｛講】講座アンケート（A4版1枚）

1．本日の講義について、満足度はズバリ何点？

2．これから取り組むアクションを記述して下さい。（継続中のものを含む）：5項目

3．グループメンバーから指摘を受けた点を記述して下さい。：5項目

4．これから先、どのような情報／支援があれば嬉しいですか？

5．その他、どんなことでも結構です。ご感想、／コメントをご記入下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特集・学生の進路選択

　　　　　　　　表3　講座アンケートおよびレポートの内容

【第1講】講座アンケート（A4版1枚）

1
23．

4
5

インターンシップ体験記（A4版2枚1実習内容以外で約2000字〉

6
7

本日の内容について、理解度はズバリ何点？

講師の説明内容はいかがでしたか？（話すスピード・声の大きさ・言葉遣い等）

5段階評価＋具体的に

研修内容はいかがでしたか？（進行方法・ボリューム・内容そのもの・説明資料等）

5段階評価＋具体的に

一番興味・関心を持った部分は何でしたか？（気づいたこと・再認識したこと）

本日の研修を受けて、これからどんな行動をとろうと考えますか？

（次回の研修までに実行すること〉

これから先、どのような情報が欲しいですか？

その他、どんなことでも結構です。ご感想、／コメントをご記入頂ければ幸いです。

【第2・3講】講座アンケート（A4版1枚）

1．実習内容（1日ごとに記録）

2．実習目的

3．実習の結果得たもの

4．実習経験を今後どのように活かすか

5．実習の感想

（「これからの公共セクター・市民セクターの役割」「これからの企業と働き方」についてそれぞれ）

1．一番興味・関心を持った部分は何でしたか？

2．その他、感想／コメント

【第4・5講】講座アンケート（A4版1枚）

1
23．

4
F
D

6
7

あなたのビジネスマナーはズバリ何点？（受講後）

講師の説明内容はいかがでしたか？（話すスピード・声の大きさ・言葉遣い等）

5段階評価＋具体的に

研修内容はいかがでしたか？（進行方法・ボリューム・内容そのもの・説明資料等）

5段階評価＋具体的に

ビジネスマナー上、あなたが不足しているのは何ですか？（気づいたこと・再認識したこと）

どうやって不足分を埋めていこうと考えますか？

（次回の研修までに実行することをできるだけ具体的に）

これから先、どのような情報が欲しいですか？

その他、どんなことでも結構です。ご感想、／コメントをご記入頂ければ幸いです。

【第12・13講】講座アンケート（A4版2枚）

該当するもの全てにOをつけて下さい。：8項目から選択

該当するもの全てにOをつけて下さい。：8項目から選択

3　今回のインターンシップー連のプログラム（事前講座、事後講座、レポート等）に対する感想、

　意見、提案等をご自由に記入して下さい。

1　あなたのインターンシップの目的についてお聞かせ下さい・

2　あなたのインターンシップの成果についてお聞かせ下さい。

【第6・7講】講座アンケート（A4版1枚〉

1．本日の講義について、満足度はズバリ何点？

2．聴講した企業にチェックを入れて、（）内に満足度を記入して下さい。：9企業

3．企業の方のお話の中でどんな点が参考になりましたか？　どんな点が印象に残っていますか？

4．これから始まるインターンシップの中で、どんな点に注力していこうと考えましたか？

5．その他、何でも結構です・ご感想／コメントをご記入下さい・

23
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特集・学生の進路選択

に
要
点
を
ま
と
め
て
書
く
能
力
が
強
く
要
求
さ
れ
る
。
ま
た
、
複
雑

で
は
な
い
も
の
の
、
そ
れ
な
り
に
具
体
的
な
記
述
が
求
め
ら
れ
る
た

め
、
一
八
O
分
間
の
講
座
内
容
の
重
要
度
を
見
分
け
、
課
題
に
即
し

た
部
分
を
過
不
足
な
く
把
握
す
る
必
要
も
生
じ
る
。

　
一
方
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
前
レ
ポ
ー
ト
お
よ
び
体
験
記
は
、

持
ち
帰
っ
て
の
作
成
で
あ
る
た
め
分
量
も
多
く
、
課
題
も
一
筋
縄
で

は
い
か
な
い
。
実
習
先
の
下
調
べ
を
す
る
に
し
て
も
、
実
習
中
の
詳

細
な
記
録
を
残
す
に
し
て
も
、
相
当
な
時
間
と
労
力
を
要
す
る
。
再

度
驚
く
の
が
、
受
講
者
は
こ
れ
ら
の
レ
ポ
ー
ト
作
成
を
全
く
疎
か
に

す
る
こ
と
な
く
、
紙
面
を
埋
め
る
努
力
に
怠
り
な
い
と
い
う
点
で
あ

る
。
講
座
ア
ン
ケ
ー
ト
で
あ
っ
て
も
、
出
席
の
証
拠
と
な
る
だ
け
で

よ
し
と
す
る
殴
り
書
き
や
、
白
紙
の
部
分
が
目
立
つ
よ
う
な
も
の
は

ま
ず
見
当
た
ら
な
い
。
作
成
に
対
す
る
非
常
に
丁
寧
な
姿
勢
が
感
じ

ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
レ
ポ
ー
ト
は
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員
の
手
で
複
写

さ
れ
、
担
当
教
員
に
配
布
さ
れ
る
。
我
々
は
目
を
通
す
だ
け
で
コ
メ

ン
ト
な
ど
は
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
で
も
事
前
講
座
開
始
時
の
記
述

と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
体
験
記
と
で
は
、
中
身
の
充
実
ぶ
り
に
格
段

の
差
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
実
習
そ
の
も
の
か
ら
得
た
情
報
量
が
豊

か
で
、
書
く
内
容
に
事
欠
か
な
い
と
い
う
事
情
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、

そ
れ
で
も
回
を
重
ね
る
ご
と
に
「
書
き
な
れ
て
き
た
」
様
子
が
う
か

が
え
る
。
書
く
こ
と
を
通
じ
て
自
身
の
考
え
が
明
確
に
な
る
過
程
を

経
験
し
、
さ
ら
に
書
く
こ
と
を
通
じ
て
自
身
の
考
え
を
明
確
に
す
る

要
領
を
身
に
つ
け
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　
つ
ま
り
こ
れ
ら
の
レ
ポ
ー
ト
は
、
我
々
に
と
っ
て
は
講
義
評
価
で

も
あ
り
、
貴
重
な
情
報
源
で
も
あ
り
、
書
か
れ
た
内
容
に
ま
ず
注
目

す
る
わ
け
だ
が
、
受
講
者
に
と
っ
て
は
「
真
面
目
に
書
き
続
け
る
」

こ
と
が
要
諦
で
あ
り
、
そ
こ
に
教
育
効
果
が
見
出
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
。
こ
の
よ
う
な
鍛
錬
の
積
み
重
ね
が
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
は

言
う
ま
で
も
な
く
、
論
文
な
ど
を
執
筆
す
る
際
に
も
功
を
奏
す
る
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
就
職
活
動
中
、
セ
ミ
ナ
ー
会
場
な
ど
で
い

き
な
り
書
く
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
場
面
に
直
面
す
れ
ば
、
な
お
さ
ら

威
力
を
発
揮
す
る
に
違
い
な
い
。

②
聞
く
・
話
す
・
協
力
す
る

　
事
前
・
事
後
講
座
で
は
、
適
宜
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
白
眉
は
第
一
二
・
二
二
講
の
経
験
の
共
「

有
化
①
②
、
す
な
わ
ち
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
報
告
会
で
あ
る
。
受
講

者
が
約
一
五
人
ず
つ
一
〇
班
に
分
か
れ
て
、
各
自
の
「
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
体
験
記
」
を
基
に
討
論
す
る
。
司
会
進
行
は
、
前
年
度
受
講

し
た
四
年
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
招
集
さ
れ
、
各
班
に
二
～
三
人
ず

つ
参
加
し
て
務
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
我
々
は
、
一
班
に
つ
き
三
〇
分
程
度
を
か
け
て
見
学
す
る
の
だ
が
、
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ま
ず
毎
年
感
心
す
る
の
は
四
年
生
と
三
年
生
の
振
舞
い
方
の
差
で
あ

　
る
。
四
年
生
に
は
、
就
職
活
動
を
や
り
終
え
た
自
信
も
相
侯
っ
て
一

　
日
の
長
が
あ
り
、
隅
々
に
ま
で
気
を
配
っ
て
討
論
を
進
行
さ
せ
て
い

　
く
。
例
え
ば
、
あ
り
あ
わ
せ
の
紙
で
名
札
を
作
ら
せ
た
り
、
報
告
や

　
コ
メ
ン
ト
の
方
法
や
順
番
を
工
夫
し
た
り
、
時
問
配
分
を
意
識
し
な

　
が
ら
自
身
の
経
験
を
示
し
て
話
を
つ
な
げ
た
り
、
問
い
か
け
て
み
た

　
り
と
枚
挙
に
逞
が
な
い
。

　
　
か
た
や
三
年
生
も
、
多
少
ぎ
こ
ち
な
さ
は
あ
る
も
の
の
、
積
極
的

　
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
意
欲
は
十
分
に
感
じ
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
普

　
段
ゼ
ミ
な
ど
で
も
「
討
論
に
し
た
い
」
場
面
は
多
々
あ
る
わ
け
だ
が
、

　
全
員
が
こ
れ
ほ
ど
熱
心
に
、
お
互
い
に
協
力
し
合
い
な
が
ら
活
発
に

　
意
見
を
交
わ
す
、
す
な
わ
ち
討
論
が
そ
れ
な
り
に
「
成
立
す
る
」
場

　
面
に
は
な
か
な
か
お
目
に
か
か
れ
な
い
。
そ
う
さ
せ
る
要
因
と
し
て
、

　
恐
ら
く
事
前
講
座
で
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
、
時
問
を
同
じ
く
し
て
、

択
あ
る
い
は
時
問
を
超
え
て
い
た
と
し
て
も
、
同
じ
実
習
と
い
う
体
験

選
を
経
た
こ
と
に
よ
る
共
有
感
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。

端
か
つ
て
な
濃
密
な
討
論
の
場
に
身
を
置
く
こ
蓬
自
ず
と
そ

の
こ
で
の
振
舞
い
方
を
学
ぶ
こ
と
に
つ
な
が
る
。
場
の
雰
囲
気
や
流
れ

生学
を
敏
感
に
察
知
し
て
、
自
身
の
考
え
を
ど
の
よ
う
に
話
し
、
他
人
の

．
考
え
を
ど
の
よ
う
に
聞
く
の
が
効
果
的
か
、
そ
れ
ぞ
れ
に
感
じ
る
と

集特
こ
ろ
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
レ
ポ
ー
ト
と
同
様
、
こ
こ
で
も
話
の
内
容

は
二
の
次
で
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
沈
黙
が
支
配
す
る

討
論
の
場
で
、
周
囲
の
出
方
を
う
か
が
う
こ
と
に
終
始
す
る
の
で
は

な
く
、
真
摯
な
発
言
が
飛
び
交
う
中
で
、
自
身
の
位
置
取
り
に
苦
慮

し
て
あ
が
く
ほ
う
が
、
よ
ほ
ど
の
教
育
効
果
が
望
め
る
だ
ろ
う
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
例
年
多
く
の
四
年
生
が
、
進
ん
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
引
き
受
け
る
こ
と
の
意
義
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
示

威
的
な
動
機
も
多
少
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
自
分
達
も
先
輩
に

導
か
れ
、
就
職
活
動
を
乗
り
越
え
た
か
ら
こ
そ
、
今
度
は
自
分
達
が

後
輩
の
力
に
な
り
た
い
と
い
う
利
他
的
な
気
持
ち
の
発
露
と
素
直
に

と
ら
え
た
い
も
の
で
あ
る
。
報
告
会
終
了
後
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

交
換
す
る
光
景
は
微
笑
ま
し
い
が
、
よ
く
言
わ
れ
る
転
職
の
み
な
ら

ず
、
仕
事
の
遂
行
そ
の
も
の
に
お
い
て
も
人
的
つ
な
が
り
が
鍵
と
な

る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
り
、
受
講
者
は
、
既
に
そ
の
次
元
に
ま

で
参
入
す
る
段
階
に
到
達
し
て
い
る
こ
と
の
象
徴
の
よ
う
に
思
え
た
。

三
　
お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
本
学
が
設
置
す
る
キ
ャ
リ
ア
科
目
の
う
ち
、
特
に

「
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
精

査
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
そ
の
正
課
と
し
て
の
意
義
と
あ
り
方
を
再

25



特集・学生の進路選択

考
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
こ
こ
で
指
摘
し
た
教
育
効
果
は
、
日
常
提

供
さ
れ
る
専
門
科
目
の
中
で
も
、
そ
の
専
門
内
容
に
関
係
な
く
酒
養

さ
れ
る
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。
問
題
を
設
定
し
、
先
行
研
究
を
下
調

べ
し
て
か
ら
自
身
の
課
題
に
取
り
組
み
、
そ
の
結
果
を
論
文
に
ま
と

め
て
周
囲
と
理
解
を
深
め
る
と
い
う
一
連
の
過
程
の
実
効
性
を
、
い

か
に
高
め
る
か
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
か
ら
だ
。

　
し
か
し
、
結
論
め
い
た
こ
と
を
言
え
ば
、
そ
の
場
が
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
あ
っ
て
も
い
い
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
純
粋
な
「
就
職
支
援
」
の
効
果
も

副
次
的
に
発
生
す
る
。
こ
れ
は
、
邪
魔
に
な
る
も
の
で
は
な
く
、
正

課
だ
か
ら
と
い
っ
て
否
定
さ
れ
る
も
の
で
も
な
い
。
む
し
ろ
自
身
の

将
来
に
直
結
す
る
だ
け
に
、
専
門
科
目
よ
り
高
い
教
育
効
果
が
得
ら

れ
る
側
面
が
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
通
り
で
あ
る
。

た
だ
し
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
現
状
で
は
そ
も
そ
も
意
識
の
高
い

学
生
の
み
が
受
講
し
て
い
る
と
い
う
偏
り
が
も
た
ら
す
影
響
は
決
し

て
無
視
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
点
は
差
し
引
い
て
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
も
と
よ
り
、
一
層
客
観
的
な
分
析
を
論
拠
と
す
べ
き
で
あ
る
こ
と

は
自
覚
し
て
い
る
。
手
元
に
蓄
積
さ
れ
た
受
講
者
の
レ
ポ
ー
ト
は
、

そ
う
い
う
意
味
で
は
貴
重
な
研
究
資
料
で
も
あ
り
、
テ
キ
ス
ト
分
析

な
ど
の
手
法
を
適
用
し
て
定
量
的
に
検
証
す
る
こ
と
も
興
味
深
い
だ

ろ
う
。
今
後
の
課
題
と
し
て
挙
げ
、
本
稿
を
締
め
括
り
た
い
。

【
注
】

（
1
）
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
［
二
〇
〇
六
］
、
『
大
学
生
の
就
職
・
募

集
採
用
活
動
等
実
態
調
査
結
果
H
「
大
学
就
職
部
／
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ

　
ー
調
査
」
及
び
「
大
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
展
望
と
就
職
活
動
に
関
す
る
実

態
調
査
」
』
、
J
I
L
P
T
調
査
シ
リ
ー
ズ
、
晦
1
7
。

（
2
）
文
部
科
学
省
が
実
施
し
た
平
成
一
六
年
度
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実

施
状
況
調
査
に
よ
る
と
、
大
学
に
お
け
る
平
成
一
六
年
度
の
実
施
状
況

　
は
五
九
・
O
％
、
平
成
一
七
年
度
以
降
の
実
施
予
定
は
六
六
・
二
％
で

　
あ
っ
た
。

（
3
）
現
在
の
大
学
生
の
採
用
選
考
で
評
価
さ
れ
て
い
る
点
と
し
て
、
回

答
者
の
約
半
数
が
職
場
（
工
場
）
実
習
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
経
験

を
肯
定
的
に
と
ら
え
て
い
る
（
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
［
二
〇
〇

六
］
）
Q

（
4
）
学
生
の
利
用
率
の
平
均
は
、
文
科
系
で
一
・
五
割
に
と
ど
ま
っ
て

　
い
る
（
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
［
二
〇
〇
六
］
）
。

（
5
）
ほ
ぼ
全
回
答
者
が
、
大
学
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
就
職
支
援
の

充
実
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構

　
［
一
一
〇
〇
ム
ハ
］
）
。

（
6
）
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
（
げ
唇
ミ
譲
謹
要
b
o
嵩
o
議
g
日
b
い
な
b

（
7
）
こ
の
段
階
で
、
延
べ
二
〇
〇
人
前
後
の
参
加
が
あ
っ
た
。

（
8
）
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
自
体
は
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ

　
ー
主
導
で
二
〇
〇
一
年
か
ら
提
供
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）
最
終
的
に
実
習
が
確
定
し
た
受
講
者
数
で
あ
る
。
希
望
す
る
実
習

　
先
へ
の
派
遣
が
決
ま
ら
ず
、
登
録
を
削
除
し
た
者
が
、
今
年
度
は
一
〇

　
〇
人
程
度
存
在
す
る
。
ま
た
同
一
科
目
名
で
、
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

　
京
都
が
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
別
ク
ラ
ス
も
設
置
さ
れ
て
お

　
り
、
そ
ち
ら
の
受
講
者
数
は
五
〇
人
前
後
と
な
っ
て
い
る
。
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